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2019信愛館だより

みよ、兄弟達が一つになって共に住むことは、
　　　  なんというしあわせ、なんという楽しさであろう

（詩篇133の1）

信愛館だより（１）令和元年９月 第 131 号

　「春高楼の花の宴　めぐる盃かげさして　千代の松が枝わけいでし　昔の光いまいずこ」

　この歌を思い出し口ずさむ人は、年老いた人でしょう。そう「荒城の月」です。作詞 土井晩翠、作曲 

滝廉太郎、明治33年(1900年)に作られたそうで、私達は小学生の頃から歌っていました。この歌は味

わいのある詞（ことば）であり忘れられないメロディーです。

　私達の中学生時代（旧制）は軍事一色で毎日のように軍事教練があり、お国の為に戦争に行って

死ねと、教官にいつも言われていました。その時代は戦争を鼓舞する歌も沢山あり、中でも「予科練

の歌」は軽快で歌い易く誰もが歌っていました。戦後大分経ってから作曲されたのが古関裕而氏で

あることを知り、この古関さんとは私がハモンド・オルガンの仕事を通して親しくして頂いた方です。

古関さんは、戦後ラジオ・ドラマ「君の名は」や子供番組の「鐘の鳴る丘」をはじめ多くの曲を作曲さ

れました。又戦後は明るい楽しい歌も広がりました。「青い山脈」もその一つで、若い人は誰もが口

にしました。

　「若く明るい歌声に　雪崩は消える花も咲く　

　　　　　　　　　　青い山脈　雪割り桜　空の果て　今日も我等の夢を呼ぶ」

　歌は遠い昔から今に至るまで長い間歌い継がれてきました。元気な歌、楽しい歌、哀愁を帯びた

歌、悲しい歌どれもその時々に歌われてきました。

歌は世につれ世は歌につれと言いますが、その時

代の世情を写していると思います

　過ぎた遠い日の思いを懐かしむことの多い私で

すが、明日への生き甲

斐を感じつつ一日一日

を大切に過ごしたいと

願うものです。

社会福祉法人近江兄弟社地塩会　
　　監　事　大原　善之　

「昔を偲び　今を生きる」「昔を偲び　今を生きる」
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　40年前にヒットした久保田早紀さんの「異邦人」。彼女は現在、久米小百合としてキリスト教音楽
家として活動しています。また皆さんにとってはカミュの小説や映画化された「異邦人」をご存知の方
も多いかもしれません。いずれにせよ一般的には外国人のことを言いますが、聖書における異邦人
は、ユダヤ人以外の民族を指す言葉となります。ユダヤ教ではユダヤ人こそが神様に選ばれた民とい
う自覚があり、そのために与えられた律法を遵守しようとしていましたから、ユダヤ人以外の異邦人
は、律法も守らず、救いはもたらされないと考えていました。このため異邦人はユダヤ人から排除され
ることになりました。
　しかしキリスト教の時代になって、イエス・キリスト自身も異邦人と関わりましたし、更に弟子たち
が活躍する時代になると、むしろ異邦人に向けてキリスト教を伝えていきました。その結果、キリス
ト教は地中海世界に広がり、やがてはローマの国教となり、最終的に世界宗教へと成長することに
なります。

近江金田教会牧師　横田　明典

キリスト教あいうえお 2「異邦人」

◆ バラ園ツアー（6月6日） ◆ 中路融人展（6月18日）

◆ 印刷局見学（7月2日）

庄堺公園 てんびんの里五個荘

国立印刷局彦根工場の

見学に出かけました。
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◆ 七夕飾り（7月2日） ◆ 切り絵展（7月24日）

今年もいろいろな歌を

披露して頂きました！

◆ びわこシャロームチャペルコンサート（7月27日）

◆ 夏祭り（8月7日）

今年の夏祭りも
皆さん楽しんで食事を
されていました。
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編集
後記
編集
後記

　暑さのピークも過ぎ去り、少しずつ過ごしやすくなってきました。

　夏の疲れがでてきている方もいるのではないでしょうか？

　体調管理には気をつけ、来たる食欲の秋に備えたいと思う今日こ

の頃です。

社会福祉法人近江兄弟社地塩会  平成30年度決算報告

流動資産
固定資産
（基本財産）
（其の他固定資産）

資産の部合計

平成30年4月1日～平成31年3月31日

平成31年3月31日現在　
　　　　　　　　　　（単位：円）

134,641,021
540,709,533

（429,221,747）
（111,487,786）

675,350,554

流動負債
固定負債
負債の部合計

基本金
国庫補助金特別積立
次期繰越活動増減差額
（内当期活動増減差額）
純資産の部合計
負債・純資産の部合計

14,375,793
105,384,745
119,760,538

213,000,000
174,467,740
168,122,276
（9,679,863）
555,590,016
675,350,554

サービス活動収益計
サービス活動費用計
サービス活動増減差額
サービス活動外収益計
サービス活動外費用計
サービス活動外増減差額

特別収益計
特別費用計
特別増減差額

サービス活動増減の部

サービス活動外増減
の部

経常増減差額
特別増減の部

当期活動増減差額
前期繰越活動増減差額
次期繰越活動増減差額

流動資産計
固定資産計
資産合計

流動負債計
固定負債計
負債合計

差引純資産

93,460,944
84,608,829
8,852,115
518,874
691,126
△172,252
8,679,863
1,000,000

0
1,000,000
9,679,863

158,442,413
168,122,276

本年度決算額勘 定 科 目134,641,021
540,709,533
675,350,554

14,375,793
105,384,745
119,760,538

555,590,016

負 債 の 部

純 資 産 の 部

資 産 の 部

【 財 産 目 録 】

【法人単位貸借対照表】

【法人単位事業活動計算書】




